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４ 介護保険特別会計 

 

  適正な要介護認定、保険料の賦課徴収、介護サービスの利用促進など制度の一

層の普及・定着に努めた。 

また、地域支援事業として、地域包括支援センターの運営のほか、介護予防・

日常生活支援総合事業を実施した。 

 

(1) 第１号被保険者介護保険料 

第１号被保険者の介護保険料の基準月額は６，２０２円で、１２，４６１人 

（平成３１年３月末現在）に対し賦課を行った。 

また、保険料第２段階及び第３段階に属する被保険者のうち低所得者、平成

２９年台風２１号及び平成３０年７月豪雨の被災者に対して、保険料の減免を

行った。 

減免者数   １３４人  減免額 ２，７７６，１１０円 

さらに、低所得者の経済的負担を軽減するため、保険料第１段階の被保険者

を対象に保険料の減免を行った。 

減免者数 １，８２８人  減免額 ６，８００，１６０円 

 

(2) 要介護認定の状況 

本年度の要介護認定に係る申請件数は延べ２，１４６件（新規５７８件、更新 

１，３５０件、変更２１８件）であった。 

また、介護認定審査会については、委員２４人で８７回の審査会を開催し、延

べ２，０９８件の審査を行った。 

要介護（要支援）認定者数（実数）                    （単位：人） 

区 分 
要支援 

１ 

要支援 

２ 

要介護 

１ 

要介護 

２ 

要介護 

３ 

要介護 

４ 

要介護 

５ 
計 

第 １ 号 

被 保 険 者 
87 212 461 637 424 319 195 2,335 

第 ２ 号 

被 保 険 者 
1 2 6 10 5  2 26 

総 数 88 214 467 647 429 319 197 2,361 

割合 (％ ) 3.7 9.1 19.8 27.4 18.2 13.5 8.3 100.0 

（平成３１年３月３１日現在）  

 

 

 

 

 



 

148 

(3) 主な介護サービスの利用状況 

居宅サービス 平成２９年度 平成３０年度 

訪 問 介 護 82,662回／年 1,590回／週 89,421回／年 1,720回／週 

訪 問 入 浴 1,757回／年 34回／週 1,651回／年 32回／週 

訪 問 看 護 12,399回／年 238回／週 12,535回／年 241回／週 

訪 問 リ ハ ビ リ 1,102回／年 21回／週 1,688回／年 32回／週 

通 所 介 護 63,131回／年 1,214回／週 68,443回／年 1,316回／週 

通 所 リ ハ ビ リ 11,380回／年 219回／週 11,219回／年 216回／週 

短 期 入 所 生 活 介 護 22,386日／年 431日／週 21,101日／年 406日／週 

短 期 入 所 療 養 介 護 4,310日／年 83日／週 3,598日／年 69日／週 

 

施設サービス 
平成２９年度 平成３０年度 

延べ利用日数 平均利用人数 延べ利用日数 平均利用人数 

介 護 老 人 福 祉 施 設 106,418日／年 292人／日 107,557日／年 295人／日 

介 護 老 人 保 健 施 設 60,991日／年 167人／日 55,460日／年 152人／日 

介護療養型医療施設 3,509日／年 10人／日 2,114日／年 6人／日 

介 護 医 療 院   37日／年 0.1人／日 

 

地域密着型サービス 平成２９年度 平成３０年度 

地域密着型通所介護 4,779回／年 92回／週 5,732回／年 110回／週 

認知症対応型通所介護 7,719回／年 148回／週 6,999回／年 135回／週 

小 規 模 多 機 能 型 

居 宅 介 護 
785人／年 65人／月 833人／年 69人／月 

複 合 型 サ ー ビ ス 316人／年 26人／月 341人／年 28人／月 

 

地域密着型サービス 
平成２９年度 平成３０年度 

延べ利用日数 平均利用人数 延べ利用日数 平均利用人数 

認 知 症 対 応 型 

共 同 生 活 介 護 
33,912人／年 93人／日 33,902人／年 93人／日 

特 定 施 設 入 所 者 

生 活 介 護 
10,059人／年 28人／日 9,922人／年 27人／日 

介 護 老 人 福 祉 施 設 

入 所 者 生 活 介 護 
12,355人／年 34人／日 12,402人／年 34人／日 
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(4) 計画策定委員会費 

第８次綾部市高齢者保健福祉計画・第７期介護保険事業計画の初年度に当た

り、計画の進捗状況について報告、審議するため、高齢者対策推進協議会を２

回開催した。 

    

(5) 介護給付費準備基金 

平成２９年度末 

現 在 高 

平成３０年度中 

積 立 額 

平成３０年度中 

取 崩 額 

平成３０年度末 

現 在 高 

318,371,349円 149,169,528円 67,446,182円 400,094,695円 

取崩額充当事業 

    過年度国・府等補助金還付金   ６６，１５１，７３２円 

    過年度保険料還付金        １，２９４，４５０円 

 

(6) 地域支援事業費 

 ア 介護予防・生活支援サービス事業費 

      介護予防・日常生活支援総合事業として「いきいき生活支援事業」「すこや

かシニア教室」などを事業対象者及び要支援認定者に対し実施した。 

   事業対象者    ３３２人（平成３１年３月３１日現在） 

    また、本年度から、平日のみであった配食サービスを土曜日、日曜日にも拡

充した。 

イ 一般介護予防事業費 

６５歳以上の高齢者を対象に「ステッププラス教室」「らくひざ教室」「認

知症予防教室」「元気はつらつ教室」「シニア世代の健康測定会」などを実施

した。 

 

 

 

 

 

介護予防サービス 平成２９年度 平成３０年度 

訪 問 介 護 28件／年 2件／月 ― ― 

訪 問 入 浴 25回／年 0.5回／週 9回／年 0.2回／週 

訪 問 看 護 632回／年 12回／週 702回／年 14回／週 

通 所 介 護 42件／年 4件／月 ― ― 

通 所 リ ハ ビ リ 159件／年 13件／月 150件／年 13件／月 

短 期 入 所 生 活 介 護 84日／年 2日／週 79日／年 2日／週 

短 期 入 所 療 養 介 護 30日／年 0.6日／週 17日／年 0.3日／週 
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ウ 包括的支援事業・任意事業費 

地域で高齢者の生活を支える仕組みをつくるため、担い手となる生活・介護

支援サポーターの養成を行った。 

実施回数    １０回         参加者数     ３０人 

認知症になっても、住み慣れた地域で暮らし続けることができる社会を目指

し、認知症の人とその家族、地域住民の集う場として、初期認知症カフェを市

内４会場で開催した。 

開催回数    ５３回         延べ参加者数 ７９５人 

本年度から、平日のみであった配食サービスを土曜日、日曜日にも拡充した。 

市内の３圏域の地域包括支援センターにおいて、相談支援等を実施した。 

圏域 名    称 所在地 委託先社会福祉法人 

東部 東部地域包括支援センター 十倉名畑町 京都聴覚言語障害者福祉協会 

中部 中部地域包括支援センター 川糸町 綾部市社会福祉協議会 

西部 西部地域包括支援センター 栗町 松寿苑 

 

地域包括支援センター全体の対応相談件数（延べ） 

内     容 平成２９年度 平成３０年度 

介護保険その他保健福祉サービスに関すること 2,311件 2,392件 

権利擁護（成年後見制度等）に関すること 70  73   

うち成年後見制度に関すること 57  21  

高齢者虐待に関すること 70   130  

 


